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ＮＰＯ非営利活動法人 徳之島「夢」振興会議         2015 年 10 月発行 

｢夢｣振だより 

フラワー関連中心号 

みんなが自分の「夢」を持っている  

「夢」を持ち続けることは生きる証 

ふくらんだ「夢」は明日への力となる 

「夢」の実現には努力がいる 

「夢」の輪を広げよう 

みんなの「夢」は日本中の人の「夢」につながる 

徳之島の「夢」を世界の「夢」の輪にしよう 

 

 憲 

 

 

 章 

 

第 14 号 YUMESHIN 

  

徳之島｢夢｣振興会議 

ﾛｺﾞﾏｰｸの説明 

｢夢｣の実生(みしよう=種から芽を出し

て成長すること)を表現 

色彩･･･花は紅の情熱､葉は緑の活力 

葉･･･双葉は象形文字の無限大､若芽は

未来   花･･･歓喜･･夢の表現 

発行所 NPO 法人徳之島｢夢｣振興会議本部事務局       編集 町田 憲孝 他 

〒171-0021 東京都豊島区西池袋 3-25-15  IB ビル 2 階（池袋西口・津田事務所） 

TEL03-3987-4641  FAX03-5953-5622 

「夢」振・フラワー事務局〒141-0022 東京都品川区東五反田 3－20－10－101 

ユイワークサポート内         TEL03-5449-8321  FAX03-5449-0347 

徳之島事務所 〒891-7101   鹿児島県大島郡徳之島町亀津 1081  重岡 堯夫方 

TEL/FAX：0997-83-3090 

http://www.tokunoshima-yumeshin.or.jp/ 

「夢」振興会議のホームページでもごらんになれます 

   『 「夢」振のネットワークを広げよう 』 

NPO 法人徳之島「夢」振興会議 理事長   横田 捷宏 

 

5 月下旬、徳之島フラワー観光サミットに参加するため久しぶりに島を訪問しました。 

低価格運賃を導入したバニラエアーを帰路に利用しましたが、その奄美・成田間だけで 

        なく、島間移動を含む旅費全体にも低減の動きが及びつつあるようです。懸案の奄美・琉 

球世界自然遺産の登録も平成 29 年度には実現するようで、これを島のＰＲと観光振興に 

どう生かしていくかの議論も活発化しつつあります。いずれも議論が始まったのは 10 数年前と記憶します 

が、奄美群島挙げての粘り強い要請活動が国・県当局の支援を引き出したものと考えます。特に航空運賃や 

農産物輸送費の低減は、平成 26 年度に導入された総額 21 億円の非公共予算「奄美振興交付金」の過半を使 

用することによって実現したものです。この交付金は奄美の各市町村が自らの知恵と努力で実施する事業に 

充てることもできますので、徳之島三町の挑戦を期待したいところです。 

今回の訪問の際、私たちは先ず三町の役場を訪問し、各 1 時間ずつの懇談会を持ちました。各町から説明 

 頂いた内容は大変参考になるもので、また、花や環境担当の職員は後刻サミットの会合にも出席され、討議 

の盛り上げに寄与して下さいました。（今回の一連の会合の模様は、翌日実施した三町の植樹現場視察の映像 

を含め、ＤＶＤ数本に収めてありますので、ご覧になることをお勧めします。これはすべて特別参加頂いた 

鹿児島在住のコンサルタント小松薫さんが撮影、編集されたものです。）。 

ホテルニュー西田で開催されたフラワー観光サミットでは、実際に植樹活動を実践しておられる多くのボ 

ランティア、三町職員及び徳之島観光連盟代表の方々からご意見、ご提言を伺い、また翌日ミニバスで島一 

周の現場視察をすることによって、多くのことを学びました。その第一は、これまで 10 年以上継続されて 

きた「夢」振のフラワーアイランド運動は確実に根付いていること、第二に島の厳しい自然条件、特に海か 

らの強烈な風が花木定着の最大の課題であること、そして第三には、、「夢」振が協力する現場が今後学校の 

校庭から地域の道路沿いの場所中心になるならば、支援はその活動の主役である集落グループに対して行う 

べきだということです。このため、そのリーダーや仲間、観光連盟等地元関係団体の方々との協力ネットワ 

ークをしっかり作るとともに、支援活動をルーティン化していくことが必要です。最近は鹿児島県が「ふる 

さとの道サポート事業」や空港・奄美市間の美化環境保全事業により花木植栽・管理の補助を行うようにな 

りましたが、その実践グループも仲間です。植える花木の種類については、世界自然遺産への認識が深まる 

http://www.tokunoshima-yumeshin.or.jp/
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とともに具体的な要望も出てきました。また、岡村フラワー委員長始め「夢」振会員多くの母校である徳之 

島高校との間で、花苗確保などの協力関係を作ろうとの提案もありました。これらの課題をどうこなせるか、

「夢」振の徳之島事務所への支援強化を含め宿題山積です。 

徳之島の物産振興の面では宮原さんが経営するユイワークのネット販売事業、関東徳洲会主催の物産フェ 

ア参加などが定着し、また将来の物産館設立構想も強い支持の声があります。ここでは「夢」振の会員で新 

たに会社を設立し、徳之島・奄美産品の販路開拓に奮闘しておられる二つの例をご紹介します。先ず「奄美 

海援隊株式会社」。長岡出身の小林社長は徳之島に自宅も保有する熱烈な徳之島ファンで、ギニア大使館のサ 

ンコンさんの協力も得てサンコンウコンを始め健康・長寿をスローガンにたくさんの島産品を販売しています。

東京の日本橋、明治座傍にある店「ぐーんと奄美」は奄美のアンテナショップとして佐平さんが経営され、 

多種多様な物産の販売や大島紬の試着貸出もしています。島の首長方も来訪しておられるそうです。徳之島 

でスペイン産に匹敵する豚肉を商品化しようと努力している会員もいますが、島の畑地灌漑事業の進展とと 

もにその機が熟すことを期待しています。物産と観光は奄美の市町村が一体となって奄美群島観光物産協会 

を作り支援しているように、群島全体としての売り込み、ＰＲが大切なことは言うまでもありません。私た 

ちもできる限りの応援をしたいものです。 

「夢」振興会議が発足して 13 年、幸いにして古くからの会員、徳田前理事長、執行役や縁の下の力持ち 

役を引き受けていただいた多くの方々の知恵と献身で会の運営は維持されてきました。他方、「夢」振のシン 

ボルマーク（エンブレム）をデザインされた益満さんなど、物故された先輩方もおられるのは寂しい限りです。

以前から議論されているとおり、会員の拡大、特に若手メンバーの勧誘は必須のことで、そのため会費制 

度の改善なども行われましたが、さらに働きかけを強める必要があります。先般は執行部の努力でモンゴル 

留学生や武蔵野大学との新しい縁ができました。特に武蔵野大学はそのインターンシップとして、8 月から 

9 月にかけて 60 人以上の学生が順次徳之島に滞在し、島にある宝の掘り起しとＰＲ誌の作成をしています。 

島は島外からのＵ・Ｉターンや若者の招致に懸命ですが、本土側でも離島への認識が変わりつつある証でし 

ょう。 

6 月 28 日開催の総会では、「夢」振としての長期計画の検討や定款の見直しについて提案があり、その検 

討は持ち越しになっていますが、今後は理事会の開催を例えば四半期毎に定期化するなどタイムリーな会運 

営ができるよう検討したいと思います。また、徳之島高校から本土の大学に進む学生に対し奄美奨学会の資 

金をあっせんしたらどうかという意見がありましたので、私自身具体化を検討してみます。同時に 6 月総会 

の折、「たまには楽しいこともやりましょうよ。」というご尤もかつ重要な意見を承りました。思えば、「夢」 

振発足後しばらくして発生した新潟大地震に際し、旧山古志村の闘牛復活を願いバス 5 台を連ねて長岡に行 

ったこと、渋谷公会堂を借り切って島唄の催しを大々的に敢行したことなど、先輩たちの馬力は凄いものがあ 

りました。いろいろな提言をお待ちしています。 

以上 

 

がん予防の実証とがん撲滅の国民運動を！ 

ＮＰＯ法人「抜

バ

苦

ック

ねっと」 

副理事長  徳田 昌則 

〒989－3212 仙台市青葉区芋沢字権現森山 82－14    URL http://baknet.jp 

ＴＥＬ：0120－898－417 

画像診断では見えない微細がんの検出と免疫細胞ＢＡＫ
バ ッ ク

療法の組み合わせで、 

「がん」を発症させないというがん撲滅の｢夢｣実現に取り組んでいます。 

http://baknet.jp/
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特定非営利活動法人徳之島｢夢｣振興会議 

2015 年度(第 9 回)通常総会 議事録   事務局 町田 憲孝 

 

日時:平成 27 年 6 月 29 日(日)  午後 2:00～7:00                             

場所:ホテル グランドヒル 市ヶ谷 (JR 山手線市ヶ谷駅 徒歩 3 分) 

出席者(順不同)：正会員 徳田昌則､横田捷宏､雪山渥美､津田和紀､川畑進､岡村隆文 

松林清雄､松田健一福田毅雄､井上脩士､井上洋子、藤本勝博､宮原たつ子､松元啓一郎、 

稲村義雄、小林正人､弥元廣良、井藤守人、勝光重、関和彦、大吉廣子､町田憲孝､ 

賛助会員:千葉タズエ 会員以外：重田光則、徳田元樹、 

本田勝規（鹿児島県東京事務所次長）、中塩義幸・小西和信・洞口光由・駒宮知惠（以上    

武蔵野大学関係者）及び武蔵野大学学生 5 人、丸野清（徳之島観光連盟事務局長） 

 

第一部 2015年度(第 9回)通常総会(14:00～16:00)  

 1. 開会 14:0 0                                  司会  川畑進 専務理事 

 2. 正会員出席者の確認報告:正会員数 115 名  正会員出席者 22 名  委任状 53 名  

 1/2 以上出席 従って会議成立。 

 3.  理事長挨拶                                           理事長 横田捷宏。 

 4.  議長選出  議長 松元 啓一郎  5. 議事録署名人 宮原たつ子 議事録記録者 町田憲孝。 

 6.  .議事  

 第 1 号議案 平成 26 年度事業報告。 

(1)  全体経過報告（資料に基づき報告）･･････････････････････････････川畑進 専務理事。 

(2) フラワープロジェクト関連活動経過報告（資料に基づき報告）･岡村隆文 フラワー委員長。 

(3)  物産販売活動状況報告（資料に基づき報告）･･･････宮原たつ子 物産販売担当 理事。 

 第 2号議案 平成 26年度会計報告及び監査報告（資料に基づき報告）。 

(1) 平成 26 年度会計報告（資料に基づき報告）････…‥・･藤本勝博 理事(会計担当部長)。 

 (2) 平成 26 年度監査報告（資料に基づき報告）･･････････････････松林清雄 監事。 

 第 3号議案 平成 27年度事業計画(案→決定)・下記説明後審議全て承認・・・川畑進 専務理事。 

（1）平成 27 年度「夢」振全体的な事業計画（資料に基づき報告)全て承認・川畑進  専務理事。 

（2）フラワープロジェクト関連活動計画(資料に基づき報告)全て承認･岡村隆文フラワー委員長。 

(3) 会報(｢夢｣振だより 14 号)9 月発行予定････････････‥・・・-町田憲孝 会報誌 編集委員。 

(4) 平成２7 年１２月 臨時総会兼忘年会予定。 

(5) 平成平成 28年 2月徳州会に協賛して｢第 4回徳之島観光･物産フエア in東京｣に出店予定。 

   第 4号議案 平成 27年度会計予算(案) (資料に基づき報告)全て承認･･･････藤本勝博 理事。 

  第 5号議案 その他 

(1) 定款改定の件･･･12月の臨時総会又は来年の通常総会時に改定する方向で､今後の理事会･ 

    関係役員会で詰めて行きたい｡ 

第 6号議案 議長解任 

    閉会  16:00 
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第二部 基調講演及び特別ご挨拶(16:05～17:00) 

(1) 基調講演(16：05～16：3 0):奄美振興と世界自然遺産について・本田勝規氏（鹿児島県東京事務所次長） 

(2) 奄振認可:約 21 億円(農産物輸送ｺｽﾄ支援 6.8 億･航空運賃助成 10 億･東京-奄美､鹿児島-奄 

  美交流人口拡大 2.8 億､自然遺産候補地保全/活用事業 0.34 億(詳細は会場で配布資料)。 

(3) 特別ご挨拶(16:30～16:45)世界自然遺産登録に向けての取組の件･丸野 清(徳之 

島観光連盟事務局長) 

 観光連盟の目標:①仕事を作る②観光を作る③また行きたい島を作る。 

具体的には一般社団法人化して 3 町の商･工･農･観･･･が一体となり､官民一体体制での取組。 

(3) 特別ご挨拶(16:45～17:00)武蔵野大学に於ける徳之島ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの取組について･･･

中塩 義幸(武蔵野大学 産学連携室 室長) 

あらゆる方面で徳之島を PR 出来るような取組(観光資源の発掘と PR,徳之島に適した農産 

物の開発と販売計画他について）、具体的には下記②から実践する｡ 

① 10 年の長期計画 (2015～2024)目標で取組む。 

② 2015 年度は 8/19～9/14 に掛けて 2 班(各 30 名)で徳之島 Navi 作成と農業体験の実施。 

③ 次年度以降は農業体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの商品化･徳之島町史編纂･農産物/特産物の販路拡大等の

取組予定。 

【徳之島出身者としては､今後は出来ることならｷﾞﾈｽで長寿世界一を 2 名輩出(泉重千代翁･

本郷かまと婆)した長寿島の背景や徳之島 3町が夫々日本の出生率でﾍﾞｽﾄ 3を独占した背景等

についても次々と解明されれば徳之島の知名度が大幅にアップされる可能性も有り、今後の

活動を楽しみに待ちたいと思っている】｡ 

 

 第三部 懇親会(17:00～19:00) 

(1) サスケ＆玉貴さんによるギター演奏による｢夢｣振賛歌｢花の徳之島｣外の歌謡ショー。 

(2) ５人の現役武蔵野大学生や教授陣も交えて懇談。 

(3) 最後は松林清雄監事の音頭で万歳三唱で締めくくり。 

 

平 山 徳 廣  （伊仙町出身） 

 

携帯：080－3095－1377          東和レジスター武蔵野販売株式会社 代表取締役社長      

自宅                       〒189-0001 東京都東村山市秋津町 5-11-38 

〒203-0051                      TEL:042-399-1575 FAX:042-399-1576 

東京都東久留米市小山 1-8-9    東和レジスター宇都宮販売株式会社 取締役会長 

TEL/FAX:0424-75-1248          〒320-0045 栃木県宇都宮市中一の沢町 1-3 

                      TEL:028-635-2646 FAX:028-635-2614 

 

総合結婚式場・大小宴会場 

    ホテルニューにしだ 

  観光して・ビジネスして街中の快適ホテル 

  〒891-7111 徳之島町亀津 7380 

TEL：0997-83-2400  

西田不動産（土地建物売買他） 

ニューにしだタクシー 

奄美料理 新宿  た か ぐ ら 

日曜日でも、同窓会、会社の親睦会 

各種宴会授かります。 

店主  上 野  捷 一 

〒160-0022 

東京都新宿区新宿 2-12-11 林ﾋﾞﾙ 2F 

TEL:03-3354-1973 
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第 28回全国都市緑化かごしまフェア実行委員会より「回遊拠点の部」 

で伊藤祐一郎会長（鹿児島県知事）より「夢」振が奨励賞を受賞。   

（2011年 4月） 

             

 

 

鹿児島県から「夢」振が委託を受け、徳之島の海の玄関口（亀徳新港） 

に歌壇・モニュメント設置（「夢」振 ふるさと会員の有志の皆さん） 

         
 

 

鹿児島県から「夢」振が委託を受け、徳之島の空の玄関口（徳之島空港）に歌壇・モニュメント設置 

  

 

 


